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 事業概要 

JAXA が独自の高速コンパウンド・ヘリコプタの概念を提案している.キーになる技術課題について
は絞り込みと検討を進めてきた.その中で,ロータと主翼の空力干渉によって機体の空力抵抗がどの程
度増えるかを把握することが重要である.本研究では回転翼機用 CFD 解析ツール rFlow3D を機能拡張
し,一定揚力条件の下,高速飛行時のメイン・ロータと主翼との空力干渉をシミュレーションできるよう
にした.干渉による空力抵抗の増加を低減する翼とロータの最適化設計が目標である. 

 
http://www.aero.jaxa.jp/research/frontier/rotary/ 

 

 JSS2 利用の理由 

コンパウンド・ヘリコプタ周りの流れ場は複数の回転翼と複雑な胴体が存在することもあり,正しく
流れ場を把握するためには多くの計算点数が必要で,かつ非定常計算のため,多くの計算時間も必要と
している.計算資源が豊富な JSS2 の利用は不可欠である. 

 

 今年度の成果 

風洞試験の結果が発表されている UH-60A のメインロータの形状を参照し,その下に矩形の主翼を設
置した.高速飛行においては,空力干渉によって,単独のロータと単独の主翼の組み合わせの場合と比較
して,同じ揚力に対して,空力抵抗が約２０％も増加することが明らかになった.図 1 にコンパウンド・
ヘリコプタの全機周りの流れ場の解析例を示す.また,図 2 にはロータと固定翼の干渉場において,ロー
タの前進側と後退側の流れ場の様子を示す. 
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図 1 コンパウンド・ヘリコプタの全機周りの流れ場の解析例 

 
図 2 ロータと固定翼の干渉場におけるロータの前進側と後退側の流れ場の様子 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.46 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 2,566,629.41 0.34 
SORA-PP 215,684.86 2.70 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 3,579.92 0.40 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 271.40 0.19 
/data 17,050.12 0.32 
/ltmp 3,011.07 0.23 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 非該当 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 1 
１ケースあたりの経過時間 360.00 時間 
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